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【研究題目】 

富山県における総合型地域スポーツクラブを活用した部活動の地域移行化の現状と地域部

活動発展に向けたモデルの提案 

 

１．課題解決策の要約 

 本研究では、富山県にある２市町（高岡市、朝日町）における部活動地域移行化の現状について、現地で

のフィールドワーク調査や行政機関での聞き取り、部活動を地域移行化している部の顧問教諭へのインタビ

ュー調査、参加生徒も含めたアンケート調査を実施した。 

調査の結果、高岡市、朝日町ともに、地域部活動運営予算のほとんどを国からの委託料に頼っており、今

後どのように資金繰りをしていくのか、という課題が存在していた。これについては、地元企業等からの支援

や、受益者負担の観点から事業を進めていく事が主な解決策となる。地元企業に対しては支援のメリットを

示す事や、保護者が学校部活動に対して費用を払う事の理解を得るべきである。 

 部活動の地域移行化という取組を教員目線で見た時、部活動業務を望まない教員の負担が減っている現

状はあるものの、一部の教員の負担は増加している事が分かった。一方、生徒目線で見た時、地域での部

活動に対して肯定的な意見が多いことから、参加している生徒にとってはメリットがあり、子どもたちの部活動

の質向上の観点からも、部活動の地域移行化を進めていくべきである。 

 

２．調査研究の目的 

日々の教職大学院での講義や富山県に勤務する現職教員の大学院生とのディスカッションを通して、働き

方改革を踏まえた部活動改革という観点からこの取組を見た時、学校部活動業務から教員が切り離されても、

また新しい業務が増えるだけで教員の労働時間は改善しないのではないかという疑念を抱いた。教員の役職

や立場によってもこれらの事情は変わってくると予想される。チームとしての学校を支えている中堅教員がこの

部活動改革の結果、勤務実態がどう変化したかについて明らかにしたい。 

部活動の地域移行化は教員の労働時間削減のみならず、子どもたちが地域の中で異なる世代の人々や

学校外部の大人、他学校の生徒と関わる中でソーシャルスキルを育み、地域に愛着を持つきっかけとなるな

ど良い影響を与えるのではないかと考えられる。また、富山県内の人口が少ない地域においては、また別の

メリットが存在するのでないかと考えた。そして、部活動の地域移行化は、学校の働き方改革を目的として行

われているためか、部活動改革の結果を享受する子どもたちに着目した研究は見当たらない。子どもたち目

線から、富山県において、部活動改革が円滑に進んでいくための調査研究を行いたい。 

 

３．調査研究の内容 

対象地域で、地域部活動推進委員会との連携も含めたフィールドワーク調査を実施した。対象地域におけ

る教育委員会や、総合型地域スポーツクラブ、体育連盟事務局などからも話を聞き、現在の状況と今後の展



開について調査した。また、フィールドワーク調査の中では、地域部活動に関わっている部の顧問教諭に半構

造化インタビューを行った。半構造化インタビューを採用した理由は、できるだけ自然な文脈の中で顧問教諭

の感想を引き出すためである。インタビュー調査は「地域部活動に賛成か反対か」という問いからはじめ、顧問

教諭の応答に沿った流れで行い、賛成や反対の根幹となる事柄を探りながら顧問教諭が感じたメリット、デメリ

ットを明らかにした。 

更に、以下ア～オの内容で地域部活動顧問教諭、地域

部活動参加生徒にアンケート調査を行った。 

①  地域部活動顧問教諭 

ア 身体的・精神的な負担の変化について 

イ 時間外勤務の増減について 

② 地域部活動参加生徒 

ウ 身体的・精神的な負担の変化について 

エ 活動時間について 

オ 指導内容の充実について              

 

イはインタビュー調査の中で行い、高岡市においては、地

域移行化により減少した学校部活動の時間（年間）と、地域移行化によって増加した時間外勤務（年間）を調

査した。朝日町については令和元年度と令和３年度の出退勤データを比較して調査した。 

 

４．調査研究の成果 

４.１ フィールドワーク調査 〜高岡市地域スポーツクラブ〜 

フィールドワーク調査として実際に高岡市地域スポーツク

ラブの活動を視察した。視察した種目は剣道競技、陸上競

技(高岡Ｔ＆Ｆ)、柔道競技(健心会)の３つである。柔道と剣

道は参加生徒数が多く(５０～７０人)、高岡市内のほとんどの

学校が参加していた。指導は剣道、柔道どちらも各競技の

連盟に所属する地域の経験者が行っており、その中には参

加している生徒の顧問教諭も、連盟の指導者として教えて

いた。 

柔道は中学生のみならず、高校生や小学生も一緒に活

動しており、学校のカテゴリーを超えて自分と体格差の合う

選手を見つけて練習していた。場所は、県営の武道場を利

用して行っており、使用にかかる費用などは市からの予算

と、参加生徒からの集金(年間 1,000 円)で運営している。剣

道は当初、県営の武道館で活動を行なっていたが、活動回

数が増える毎に参加人数が増えた事で近隣の小学校の体

育館等に活動場所を移さなければならなくなった。暖房器

具が使えない体育館もあり、活動場所の確保という課題を抱

えていた。 

陸上競技（高岡 T & F クラブ）は１０～２０名程度が参加し

ている。参加生徒の中には、陸上競技部に所属していない

生徒（陸上競技部がない）も参加している。指導者は毎回３

〜５名程が来ており、学校教員の他、大学生や、参加してい

た生徒の保護者など地域人材が積極的に携わっている。陸上競技も中学生だけでなく小学生の陸上教室も

高岡市地域部活動（剣道） 

アンケート記入の様子 

高岡市地域部活動（柔道） 



同時に行われており、多くの子どもたちが城光寺陸上競技

場で活動していた。この高岡 T &F クラブに参加している生

徒でリレーチームを組むようなことはないそうでだが、学校を

超えた同じチームとして練習を行なっていた。 

 

４.２ 高岡市顧問教諭の調査 

学校部活動の一部を地域移行化している部の顧問教諭７

名にアンケートとインタビュー調査を行った。 

ア 身体的・精神的な負担の変化について(図１)(図２)。 

「地域部活動に賛成か反対か」という問いに対しては、 

８３%の教員が賛成と答えた。 

また、｢学校部活動の一部を地域クラブで活動することについて」という問いに対しては１００％の教員が良 

いと答えた。 

イ 時間外勤務の増減について 

地域移行化により減少した学校部活動の時間(年間)の平均は２３.９時間であった［標準偏差１５.４]。今

回対象とした教員が減少した部活動時間はすべて休日であったため、地域移行化により減少した学校

部活動の時間はすべて減少した時間外勤務といえる。 

地域移行化によって増加した時間外勤務(年間)の平均は２.０時間であった［標準偏差１.８]。 

 

インタビューの結果、多くの競技団体では地域部活動の指導者を地域の教員に頼っていた。これらは教員

が任意で行っているものの、「自分以外に担当できる人間がいないから」といった理由で地域指導者を担って

いるケースもあった。また、部活動の一部が地域移行化しても、部活動に関わる事柄の最終責任は顧問教諭

にあるので目は離せないという思いを感じているコメントも見られ、怪我やトラブルがあった際に備えて現場近く

にいる教員や、土日に自由な時間ができても落ち着かないという意見が複数見られた。 

 地域部活動移行化は子ども達目線で見た際に大きなメリットがあると多くの顧問教諭が発言しており、対人

競技では、適当な対戦相手やチームメイトが見つかることや、強化を目的とした技術的指導を受けられることが

共通して挙げられていた。教員目線のメリットとしては、「休日の時間的余裕ができた」ことや、顧問教諭の都合

で部活動が休みになった日でも活動ができることなどが多く上がっていた。活動団体によっては専門外の顧問

教諭をサポートする体制を積極的に構築しているところもあった。練習内容や生徒の様子などを地域部活動

の中で伝えていくことで顧問教諭のスキルアップも含めた強化、育成をしていることが分かった。 

 

４.３ 高岡市生徒のアンケート調査 

地域部活動を行っている生徒 40 名にアンケート調査を行った。 

ウ 身体的・精神的な負担の変化について(図３) 

「学校部活動の一部を地域クラブで活動することについて」という項目では１００%の生徒が良いと答えた。 

エ 活動時間について(図４) 

「地域クラブでの活動時間は学校部活動と比べて（同じ曜日で比較して１日あたり）どう変化しましたか」と

いう項目では、８６%の生徒が増えたと回答した。減ったと回答した生徒は０％であった。 

オ 指導の充実度について(図５) 

「地域クラブでの活動を通して指導の充実を感じますか」という項目については、とても感じると答えた生徒

が７２％で最も多かった。 

 

４.４ フィールドワーク調査 〜朝日町部活動コミュニティクラブ〜 

全ての部活動の地域移行化を目指し、教員の超過勤務時間縮減を第一の目標としている。 

活動日数を増やす場合の指導者の確保（特に平日の指導者）や学校と教育委員会事務局、体育施設管理

高岡市地域部活動（陸上） 



者の情報共有に課題があるとしている。また、地域部活動運営予算のほとんどを国からの委託料に頼ってお

り、自主財源がない。そのため今後どのように資金繰りをしていくのか、という点からこの課題を進めていくという

方針を定めた。 

 

４.５ 朝日町顧問教諭のアンケート調査 

学校部活動の一部を地域移行化している部の顧問教諭１８名にアンケート調査を行った。 

ア 身体的・精神的な負担の変化について(図６)。 

｢学校部活動の一部を地域クラブで活動することについて」という問いに対しては６１％が良い、３３％が

やや良いと答えた。 

イ 時間外勤務の増減について 

休日の時間外勤務時間は８月、１月を除いた月で、６０％以上の減少があった 。 (図７)。平日の時間外

勤務時間は６月、１月を除いた月で、約２０％以下の減少があった(図８)。 

 

４.６ 朝日町生徒のアンケート調査 

地域部活動を行っている生徒１３１名にアンケート調査を行った。 

ウ 身体的・精神的な負担の変化について(図９) 

「学校部活動の一部を地域クラブで活動することについて」という項目では、やや良いと答えた生徒が

最も多く４５％、次いで、良いと答えた生徒が４０％であった。 

エ 活動時間について(図１０) 

「地域クラブの活動日数を増やすことについてどう思いますか」という項目では、やや良いと答えた生徒

が最も多く５１％、良いと答えた生徒が２０％であった。 

オ 指導の充実度について(図１１) 

「地域クラブでの活動を通して指導の充実を感じますか」という項目については、とても感じると答えた

生徒が４６%で最も多く、やや感じると答えた生徒が４０％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２（教諭：高岡市） 

図３（生徒：高岡市） 図４（生徒：高岡市） 

図１（教諭：高岡市） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６（教諭：朝日町） 図５（生徒：高岡市） 

図８（教諭：朝日町） 図７（教諭：朝日町） 

図９（生徒：朝日町） 図 10（生徒：朝日町） 

図 11（生徒：朝日町） 



５．調査研究に基づく提言 

インタビュー調査では現場の実態や、地域移行化の恩恵を受ける教員からの、制度全体に関する意見や

改善案が多く報告された。多くの競技団体では地域部活動の指導者を地域の教員に頼っており、その中には

指導に進んで参加している教員と、義務感や責任感で参加している教員が混在していることが分かった。一

方、地域移行化により部活動業務の負担が減った事で、休日の時間的余裕ができた教員や、今まで休日に

部活動指導していた時間を地域指導者として活動することで報酬が支払われ、経済的に満足できたという教

員も見られた。指導を望まない教員が強制的に参加するような状況をなくすためには、地域指導者に対する報

酬や社会的メリットを広く認知させることで地域指導者の数を増やしていく事を進めていくべきである。 

今回、高岡市においては、勤務時間の変化が部活動改革に影響されたものであるかどうか等の、データ

の内実を知ることができた。仮説通り、部活動に関わる時間が減ったとはいえ、また他の業務を負担すること

となり、勤務時間が変化しないといった事例が多くあった。この結果については今回調査対象となった教員

がすべて中堅教員であった事も影響している可能性がある。チームとして学校を支えている中堅教員が担う

部活動以外の業務についても見直していく事が必要であると考えられる。 

この部活動の地域移行化という取組を教員目線で見た時、部活動業務を望まない教員の負担が減ってい

る現状はあるものの、一部の教員の負担は増加している事が分かった。しかし、生徒目線で見た時、地域で

の部活動に対して肯定的な意見が多いことから、参加している生徒にとっては大きなメリットがあることが分か

る。よって、子どもたちの部活動の質向上の観点からもこの地域移行化をより進めていくべきである。地域クラ

ブや部活動の地域移行化の必要性が浸透している今、競技の活性化を一つの目標とする地域クラブや競

技団体と、より良い学校部活動を目指す教員がそれぞれの目標を達成するべく協力できる関係が望ましい。 

 

６．課題解決策の自己評価 

本調査においては、地域移行化した部活動に参加している生徒のアンケートから、生徒にはおおむね良

い影響を与えながら部活動改革が進んでいる様子が見えてきた。その一方で、フィールドワーク調査からは、

平日の学校部活動には参加するが休日の地域部活動になると参加しなくなる生徒や、はじめは参加してい

たが途中から参加しなくなった生徒も複数いることが分かった。今回のアンケート調査対象にはそういった生

徒は含まれていないため、ポジティブな結果になったという見方もできる。今後の課題として、地域部活動が

行われた際、参加しない生徒がどの程度いるのか、またその生徒は地域部活動に何を望んでいるのか、など

についても調査する必要があると感じている。 

 本研究では、いち早く部活動の地域移行化に着手した、高岡市と朝日町を対象としたが、本調査の結果は

富山県における部活動の地域移行化が進んでいない他の地域が取組を進める際、参考となる結果が得られ

たと感じている。 
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